
分類：図書

＜基本文献の一例＞
請求記号

U04-028

WT90-078富
ほか

WR02-309

WR91-480富

U01-425

資料

[図書]  ヴァルター・ザルメン『「家庭音楽」と室内楽 : 家庭内の音楽-1600年から1900

           年まで,その社会的発展』（人間と音楽の歴史 ; 4. 1600年から現代まで ; 3）

           音楽之友社, 1985年。
　　　　    豊富な図版とともに室内楽の歴史を辿る。

[図書] 中村孝義『室内楽の歴史 : 音による対話の可能性を求めて』東京書籍, 1994年。

[図書] 大木正興『室内楽のたのしみ』音楽之友社, 1973年。

　　　　  室内楽に関する連載をまとめたもの。

「室内楽」はバロックから現代に至るまで、さまざまな変遷を辿りながら、数多くの作曲家によって創作さ
れてきました。室内楽への理解を深めるために、歴史や作品について調べるとともに、室内楽のいろいろ
な曲を探して演奏のレパートリーに取り入れてください。
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◆図書
桐朋OPACで検索：

室内楽とは

キーワード：　　　　　　　　　 　、あるいは で検索し、資料形態「和書」で絞込み

◆事典
○『音楽大事典』平凡社, 1981-83年。 　項目：　室内楽　（参考文献あり）

○『ニューグローヴ世界音楽大事典』講談社, 1993-95年。　　項目: 室内楽　（参考文献あり）

室内楽 764.2 室内楽

 あるいは 分類：図書

請求記号

WR04-717

WR92-553富

W18-708

キーワード： で検索し、資料形態「和書」で絞込み

[図書]　練木繁夫『A (アー) をください : ピアニストと室内楽の幸福な関係』春秋社,
　　　　　2003年。
                ピアノを含む室内楽について、歴史やアンサンブルのテクニック、曲の解説など。

◆図書
桐朋OPACで検索：

      弦楽三重奏、ピアノ三重奏、弦楽四重奏、ピアノ四重奏、弦楽五重奏、ピアノ五重奏、
      六重奏／六重唱、七重奏／七重唱、八重奏、九重奏、鍵盤音楽（他の楽器を伴う）、
      カンツォーナ、コンソート、ソナタ、ファンタジア、リチェルカーレ

資料

[図書]　シルヴェット・ミリヨ著『弦楽四重奏』(文庫クセジュ, 929)山本省訳，白水社,

　　　　　2008年。
                弦楽四重奏の起源から説き起こし、今日までの歴史と四重奏団の特質も紹介。

＜基本文献の一例＞

◆事典
○『ニューグローヴ世界音楽大事典』講談社, 1993-95年。
   項目「室内楽」に個々の編成が参照項目として挙げられている。それぞれの項目も調べてみよう。

個々の編成　～演奏法、レパートリー～

室内楽 764.24 四重奏



WR90-250富

WR00-853

請求記号

U00-684

WR02-364

ほか

WR06-835

◆事典を使って探す
♪楽器の組み合わせや難易度から曲を選んだり、珍しい楽器編成の作品を探すには・・・
　 調べ方マニュアル「室内楽曲について調べる」、「弦楽器曲について調べる」、
　 「管楽器曲について調べる」を参照。それぞれの事典の特徴、使い方などを紹介している。

資料

[図書]　音楽之友社編『室内楽曲』（最新名曲解説全集　第11、12、13巻、補2巻）

            音楽之友社, 1979-1982年。
             　 第１１から13巻で16世紀から20世紀までの作曲家約100名、補巻で約70名を

           　　 取り上げ、主要な曲について解説。日本人作曲家は15名を取り上げている。

作品について調べるには

[図書]　ハーター・ノートン著『クァルテットの教科書』 阿部卓也,大橋咲子訳, 春秋社,

　　　　　1997年。
               弦楽四重奏を中心に、アンサンブルの楽しみと技術を実践的・体系的に説いたテキスト。
　　　　　　　 楽曲解釈や演奏技術のノウハウを、ハイドンからラヴェルまで解説する。

室内楽のいろいろな曲を探すには

＜基本文献の一例＞

[図書]　堀内敬三[ほか]編集顧問 『室内楽曲』（名曲レコード全集）音楽之友社, 1964年。
　　 　　　　 室内楽の歴史と、主要な曲についての解説とディスコグラフィ。

[図書]　エルンスト・ハイメラン, ブルーノ・アウリッヒ著『クヮルテットのたのしみ』中野吉郎訳,
            アカデミア・ミュージック, 2012年。
             　　編成別、作曲者のアルファベット順で構成された　「アマチュアのための室内楽カタログ」を
　　　　　　     掲載。出版社、筆者の長年の演奏経験による解説、作品の難易度などが記されている。

[図書]　デイヴィッド・ブルーム, グァルネリ弦楽四重奏団著 『クァルテットの技法 :
            グァルネリ弦楽四重奏団と語る』久合田緑訳，音楽之友社, 1990年。
　             音楽を作り上げる過程や演奏の方法、グァルネリ弦楽四重奏団各メンバーのインタビューが
　　　　　　　 掲載されている。

◆インターネットを使って探す（図書館ホームページのリンク集からアクセス）
♪実際に音を聴きながら曲を選ぶには・・・
　 ナクソス･ミュージック・ライブラリー　（自宅から利用する場合は図書館への申し込みが必要）

　　☆検索方法： 詳細検索画面でジャンル「室内楽」と入力し、作曲家・編曲者、作品名、楽器名、時代、

  　 国、作曲年、曲の雰囲気などの条件で絞込み。また、ジャンル別検索画面でタイトルの頭文字を

  　 アルファベットまたは五十音で指定して曲を一覧表示させることもできる。

♪楽譜の出版情報
　 Music-in-print　（学内のみ）
　 ☆検索方法：「Chamber」を選び、作曲家や国、時代、キーワード、楽器編成などの条件で絞込み。

　 「管楽器曲について調べる」を参照。それぞれの事典の特徴、使い方などを紹介している。
 　図書館ホームページからも見ることができる。

◆桐朋OPAC で探す
♪図書館所蔵の楽譜を探すには…
　 ☆検索方法： 分類で演奏手段を指定して、キーワードや作曲者などの条件で絞込み。


